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TEL 0555-72-5588　休館日　火曜日、祝日の翌日

お問い合わせ

♪　　　　　　　　イベント情報♪

富士河口湖町誕生記念

綾小路きみまろ
チャリティーライブ 開催！

綾小路きみまろ
チャリティーライブ 開催！

綾小路きみまろ
チャリティーライブ 開催！

　中高年のアイドル「綾小路きみまろ」による爆笑毒舌ライ

ブを、河口湖ステラシアターで開催いたします。これまでの

ホールステージとは違い、野外での毒舌パフォーマンスは、

町民の皆さんにとってより印象深い公演となることでしょう。

�今回、綾小路きみまろゆかりの地「河口湖公演」というこ

とで、氏の配慮により出演料の全額を福祉活動に寄付するチ

ャリティ公演となっています。また、今回の公演に限り、

町民優先予約日を設けます。近隣地域では同様の公演は一

切ありません。ぜひこの機会をお見逃しなく！！

平成１６年５月８日（土）午後１時開場／午後２時開演

河口湖ステラシアター（野外音楽堂）

綾小路きみまろ、ケン正木（マジックショー）、千葉マリア (歌手)

全席指定　３，０００円（消費税込）

平成１６年３月２０日（土祝）午前１０時より

窓口・チケット取扱店にて一斉発売

野外公演のため、気温などが著しく変化する場合がありますので、予め厚手の衣類・帽

子・雨具（レインコート）等をご用意下さい。傘の持込はご遠慮いただいています。

河口湖ステラシアター

河口湖ショッピングセンターベル

外川書房

テクト（イトーヨーカ堂内）

精琴堂楽器店

タキザワ楽器

ＪＡみふじ大嵐支所

ＪＡ北富士本所・支所

足和田出張所

勝山出張所

甲府音協

山日ＹＢＳ(本社受付、富士吉田総支社)

平成１６年３月１４日（日）午前１０時より午後５時まで（限定５００席）
電話予約のみ　　※指定日以外の受付けはできません

≪予約先≫　河口湖ステラシアター　ＴＥＬ　７２－５５８８

公　　演　　日

会　　　　　場

出　　　　　演

料　　　　　金

町民優先予約日

チケット発売日

チケット取扱店

ご　　注　　意

◎『徹子の部屋』出演　４月放送予定

◎“ゴールデンアロー賞・話題賞”受賞の模様を３月７日

　  午後２時よりテレビ朝日にて放送予定�

♪関連情報♪

町民優先予約あり!
(限定500席)～～～～～～～～～～～
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KAWAGUCHIKO
MACHI

WOMEN'S PLAN

KAWAGUCHIKO
MACHI

WOMEN'S PLAN

女と男の情報コーナー女と男の情報コーナー
ひと ひとひと ひと

新
し
い
風
が
吹
け
！

女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
よ
う

  

～
富
士
河
口
湖
町
の
女
性
団
体
が
集
う
～

　
新
し
い
町
の

中
で
さ
ま
ざ
ま

な
女
性
団
体
、

グ
ル
ー
プ
が
活

動
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
が

交
流
し
あ
い
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動

を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
連
絡
協
調
し
あ
っ
て
、
と

も
に
育
っ
て
い
こ
う
・
・
・
と
の
思
い
か
ら
2
月
6

日
に
町
内
の
女
性
団
体
の
代
表
者
が
つ
ど
い
意
見
交

換
会
を
し
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
等
を
紹
介
し
ま
す
。
今
後
の
女
性
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
意
見
ご

提
案
を
広
く
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

Ⅰ
　
富
士
河
口
湖
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会(

仮
称)

　
　
の
発
足
の
提
案

　
町
内
に
は
女
性
団
体
、
グ
ル
ー
プ
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
新
町
誕
生
を
機
会
に
一
つ
の
組
織
と
な

っ
て
連
携
し
な
が
ら
個
々
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
と

と
も
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ

よ
う
。

�

新
年
度
に
は

町
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
（
仮

称
）
を
発
足
さ

せ
た
い
。
2
月

6
日
の
つ
ど
い

で
は
町
内
の
す
べ
て
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
把
握
で
き

ず
に
限
ら
れ
た
団
体
の
代
表
者
の
み
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
新
組
織
発
足
に
あ
た
っ
て
は
声
を
か
け
あ
っ

て
町
内
の
多
く
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
参
加
を
呼
び

か
け
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
。

�

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
や
交
流
の
場
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
社
会
に
目
を
向
け
、
さ
ら
に
町
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
参
画
し
て
い
こ
う
。

��

富
士
河
口
湖
町
は
、
新
町
建
設
計
画
の
中
で
女
性

が
い
き
い
き
と
活
動
す

る
事
業
と
し
て
「
女
性

交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
を
掲
げ
て
い
る
。
具

体
的
な
場
所
と
し
て
は

中
央
公
民
館
に
設
置
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

私
た
ち
は
そ
こ
を
拠
点

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
、
受
信
し
、
社
会
参
加
へ
の
行
動
を
お

こ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
く
場
所
と
し
て

活
用
し
て
い
こ
う
。

�

そ
し
て
そ
こ
は
、
町
の
女
性
た
ち
、
異
年
代
の
人

々
が
つ
ど
い
、
交
流
し
あ
い
な
が
ら
互
い
に
助
け
合

い
高
め
あ
え
る
場
所
、
「
女
性
の
自
立
支
援
の
場
」

と
な
る
よ
う
み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
。

　○ 

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）
へ
の

　 

加
入
団
体
、
グ
ル
ー
プ

 
 

（
グ
ル
ー
プ
構
成
員
の
年
齢
は
問
い
ま
せ 

 
 
 

　 

ん
。若
い
方
々
の
グ
ル
ー
プ
大
歓
迎
）

○「
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
ご
意
見
、

 

　
ご
提
案

○「
富
士
河
口
湖
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委

　
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
（
任
期
2
年
）

「
男
女
共
同
参
画
」
に
よ
る
豊
か
な
社
会
づ 

 

　
く
り
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
ア
ク
シ
ョ
ン

　
を
お
こ
し
ま
せ
ん
か
？
（
女
性
の
み
で
な

　
く
男
性
委
員
さ
ん
大
歓
迎
）
　

�

締
切
り
　
３
月
31
日

�

◆
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
、
問
合
せ
・
申
込
み
は
、

　
生
涯
学
習�

課
・
男
女
共
生
・
国
際
係
へ

　
●
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.

　
富
士
河
口
湖
町
の
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
、
女
性
の
視
点
で
町
づ
く
り
に
参
画
し
て

い
こ
う
！

　 
 

募
　
集
　
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
！

研修会で時にはよその町へ研修会で時にはよその町へ

リサイクルの学習会もリサイクルの学習会も

2月6日代表者が集って

Ⅱ
　
富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　
　
へ
の
期
待
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

ゆ
か
り

勝
山
　

冨
士
御
室
浅
間
神
社

流
鏑
馬
神
事
の
起
源
と
伝
統

　
冨
士
御
室
浅
間
神
社
の
流
鏑
馬
神
事
の
歴
史
は
古

く
、
第
七
二
代
白
河
天
皇
の
御
代
後
三
年
の
役
（
～

１
０
８
２
）
よ
り
起
り
、
源
義
家
（
八
幡
太
郎
義
家
）

勅
を
奉
じ
奥
州
の
地
で
清
原
軍
と
戦
う
も
苦
戦
す
る
。

弟
の
新
羅
三
郎
義
光
（
源
義
光
）
は
京
か
ら
官
を
辞

し
祖
父
の
源
頼
信
公
（
甲
斐
守
）
の
縁
の
地
で
あ
る

甲
斐
の
国
に
援
軍
を
求
め
、
兵
五
千
人
騎
馬
二
百
頭

（
黒
駒
）
を
集
め
た
。

　
天
慶
鎮
定
の
古
事
に
な
ら
い
冨
士
御
室
浅
間
神
社

に
神
護
を
祈
願
す
る
こ
と
二
十
一
日
、
満
願
の
夜
明

け
と
共
に
出
陣
し
、
兄
弟
軍
協
力
し
て
善
戦
し
清
原

軍
を
鎮
定
し
た
。
こ
の
戦
勝
は
正
に
冨
士
御
室
浅
間

大
菩
薩
の
御
加
護
に
他
な
ら
ぬ
と
九
月
九
日
、
再
び

冨
士
御
室
浅
間
神
社
（
二
合
目
下
鈴
原
、
　
ヶ
馬
場
）

に
立
寄
り
陣
楽
（
笙
、
ひ
ち
り
き
）
を
奏
し
、
盛
大

な
る
御
礼
祭
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
以
来
九
月
九
日

に
芝
坐
祭
（
お
だ
い
ど
こ
祭
り
）
九
月
十�

九
日
に

流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
祭
り
）
の
奉
納
と
な
っ
た
。

�

因
に
流
鏑
馬
の
起
源
は
、
第
二
十
九
代
欽
明
天
皇

の
御
代
に
国
の
内
外
が
乱
れ
た
の
で
こ
れ
を
平
定
す

る
に
先
立
ち
、
天
皇
は
豊
前
国
宇
佐
の
地
に
神
功
皇

后
、
応
神
天
皇
の
二
柱
を
祀
ら
れ
、
神
前
に
お
い
て

天
下
平
定
、
五
穀
豊
穣
を
祈
ら
れ
、
馬
上
よ
り
三
個

の
的
を
射
ら
れ
た
の
が
、
矢
馳
馬
と
云
い
後
流
鏑
馬

に
な
っ
た
と
云
う
。

�

新
羅
三
郎
義
光
は
戦
功
に
よ
り
甲
斐
の
守
に
任
じ

ら
れ
こ
の
人
が
甲
斐
源
氏
の
遠
祖
と
な
る
。
そ
の
後

武
田
氏
は
甲
斐
に
あ
っ
て
代
々
栄
え
、
義
光
か
ら
数

え
て
十
八
代
武
田
信
虎
、
十
九
代
武
田
信
玄
、
二
十

代
武
田
勝
頼
の
三
公
、
殊
に
冨
士
御
室
浅
間
神
社
を

尊
崇
し
た
こ
と
は
安
産
祈
願
文
を
始
め
所
蔵
文
書
「

勝
山
記
」
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
。

�

冨
士
河
口
湖
町
勝
山
の
冨
士
御
室
浅
間
神
社
の
流

鏑
馬
も
慶
長
十
七
年（
１
６
１
２
）
の
富
士
山
二
合
目

の
本
殿
造
営
後
は
、
小
佐
野
越
後
守
の
司
祭
に
よ
り

勝
山
村
を
中
心
に
大
原
七
郷
（
鳴
沢
、
大
嵐
、
長
浜
、

勝
山
、
小
立
、
船
津
、
大
石
）
の
氏
子
た
ち
に
よ
り

冨
士
御
室
浅
間
神
社
の
馬
場
に
て
毎
年
九
月
十
九
日

盛
大
に
奉
納
さ
れ
祭
政
一
致
の
時
代
を
創
り
上
げ
た
。

�

現
在
武
田
流
や
ぶ
さ
め
神
事
を
司
祭
し
て
居
る
主

な
る
神
社
は
、
鎌
倉
八
幡
宮
、
秦
野
市
寒
川
神

社
、
勝
山
冨
士
御
室
浅
間
神
社
、

明
治
神
宮
、
三
島
市
三
島
大
社
で

あ
る
。
そ
れ
に
大
原
七
郷
の
各
村

で
や
ぶ
さ
め
を
司
っ
て
居
た
名
家

の
子
孫
も
代
々
継
承
し
て
今
も
尚

儀
式
に
参
列
し
て
居
る
の
で
あ

る
。

�

明
治
維
新
、
文
明
開
化
、
四
民

平
等
、
家
格
貴
賎
の
別
撤
廃
、
又

日
清
戦
争
な
ど
に
よ
り
大
原
各
郷

の
村
々
が
拠
出
金
整
わ
ず
休
止
、

復
活
を
繰
り
返
し
遂
に
明
治
三
十

年
を
最
後
と
し
て
止
む
な
く
中
断

す
る
に
至
っ
た
。

�

こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
に
始
ま

る
、
九
百
有
余
年
の
伝
統
あ
る
戦
国
武
士
の
勇
壮
な

流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
祭
り
）
を
昭
和
五
十
五
年
四
月

二
十
五
日
に
、
八
十
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
冨
士
御

室
浅
間
神
社
の
古
い
歴
史
と
祭
政
両
道
に
優
れ
た
先

人
の
御
遺
徳
を
偲
ぶ
と
共
に
、
歴
史
の
ふ
る
さ
と
富

士
河
口
湖
町
勝
山
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
町
民
に
う

る
お
い
と
勇
気
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
戦
国
武
士
（

も
の
の
ふ
）
の
勇
壮
な
伝
統
を
伝
え
る
、
古
式
ゆ
か

し
い
「
武
田
流
や
ぶ
さ
め
」
の
人
馬
一
体
の
妙
技
を

披
露
し
て
、
広
く
県
内
外
に
紹
介
し
、
観
光
と
産
業

の
振
興
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
真
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
四
月
二
十
九
日
（
み
ど
り

の
日
、
後
に
変
更
と
な
っ
た
）
富
士
山
と
湖
と
高
原

の
歴
史
の
ふ
る
さ
と
「
春
爛
漫
の
河
口
湖
畔
勝
山
シ

ッ
コ
ゴ
公
園
馬
場
」
に
於
い
て
戦
国
絵
巻
を
繰
り
広

げ
再
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

��

付
録
　
勝
山
歴
史
民
俗
資
料

館
に
は
「
流
鏑
馬
祭
」
の
往
時

を
偲
ば
せ
る
武
田
信
義
愛
用
の

鞍
を
始
め
武
具
や
ら
そ
れ
に
纏

わ
る
古
文
書
等
（
県
重
要
文
化

財
）
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
流
鏑
馬
祭
を
司
っ
て

居
た
家
々
か
ら
出
品
さ
れ
た
も

の
で
重
文
級
に
選
考
さ
る
べ
く

配
慮
し
て
惜
し
ま
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会
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第１６回山梨県スポーツ・レクリエーション祭の出場チームを募集します。

犬の登録と狂犬病予防注射の日程について

マスターズ陸上競技

年齢別ソフトテニス

ラージボール卓球

ボウリング

綱　引　き

バウンドテニス

ターゲットバードゴルフ

インディアカ

ウォークラリー

マスターズ水泳競技

カヌーツーリング駅伝

男子・女子

男女、混合

男子・女子

混合

男子・女子

男女、混合

男子・女子

混合

混合可

男子・女子

混合可

５月23日

５月23日

５月22日

５月22日～23日

５月23日

５月23日

５月23日

５月23日

５月30日

５月22日

５月23日

4月13日(火)

4月15日(木)

4月20日(火)

4月21日(水)

午前 9時～ 12時

午前 9時～ 12時

午前 9時30分～ 9時50分

午前 10時～ 10時15分

午前 10時30分～ 10時45分

午前 10時55分～ 11時10分

午前 11時20分～ 11時50分

午後 1時20分～ 1時40分

午前 9時～ 12時

午前 9時～ 12時

午前 10時～ 12時

午後 1時～ 3時

男子40歳以上、女子35歳以上

45歳以上男女各１組　50歳以上１組

40～50歳代男女各２名60歳以上１名

20歳以上男女各２名

男女とも20歳以上８名以上

男子、女子、混合各ダブルス３組

20歳以上４名まで、１チーム

20歳以上の男子２名、女子４名以上のチーム

３～５名のチーム

３０歳以上

年齢不問　３名以上

甲　　府　　市

石　　和　　町

甲　　府　　市

富士吉田市

増　　穂　　町

甲　　府　　市

一　　宮　　町

山　　梨　　市

南アルプス市

山　　梨　　市

種　　　　　目 種　　別 会　場　地 参　加　資　格　等開催期日

■申し込みは３月１０日（水）までに町民体育館まで

◎問い合わせは町民体育館　７３－１２２０ (各競技とも申し込み順で受付します。)

中富町・六郷町・鰍沢町

　平成16年度の犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程で行います。

　生後3カ月以降の犬は、必ず最寄りの会場で登録と注射を済ませてください。

〈手数料〉

　登録済みの場合は3,400円

　新規登録の場合は6,400円となります。

 　［内訳は注射料金(2,850円)と手数料(550円)で合計3,400円、登録手数料が3,000円です。］

　　なお、随時(後日獣医が訪問)で受ける注射料金は、4,050円、2頭目からは3,550円となります。

4月16日(金)

4月23日(金)

大石住民センター

旧小立支所

西湖公民館

根場みはらし前

桑留尾

西湖ドライブイン

足和田出張所

大嵐児童館

河口住民センター

勝山出張所

旧河口湖町役場

会場は混雑が予想されますので、おつりが出ないようにご用意ご協力をお願いします。

町役場　環境課　℡72－3169

�犬を散歩させる時、糞はき
ちんと後始末をしましょう。
�放し飼いも非常に危険で困
ります。いつもつないで飼っ
てください。

すごく迷惑している人が
大勢います！

犬の糞や放し飼いで
迷惑しています！！
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虫たちのささやき虫たちのささやき

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

青木ヶ原樹海・富士河口湖町公認ネイチャーガイド養成講座開始

■河口湖フィールドセンター周辺の自然

=エコツーリズムと青木ヶ原樹海のしくみを学ぶ=

　１月27日からネイチャ－ガイド研修講座が開始され、第１期の受講生25名に西湖コウモリ穴と富士急行レトロバスの

職員を加えて合計31名が参加しました。初日は、フィールドセンター篠原館長が「自然ガイド総論」を、自然共生研究

室の渡辺が「エコツーリズム論」を受け持ち、環境教育やエコツアーのあり方を話した後、フィールドセンター周辺で

ネイチャ－ガイド体験をしました。

�1月29日から2月6日までの3回は、午前中、西湖野鳥の森公園施設で座学、午後

は青木ヶ原の遊歩道でのフィールド学習を行いました。29日は「地質」をテーマ

に口野道男先生(日本地学会会員)、２月４日は「動物」をテーマに北垣憲仁先生

(都留文科大学非常勤講師)、６日は「植物」をテーマに渡辺菊夫先生(富士山植

物研究家)に講師をお願いして実施しました。

　受講者の方々もガイド経験がある人と無い人がだいたい半々ですが、非常に熱

心に受講して下さり、活溌な質問をして下さっていました。それに講師の先生が

丁寧に答えて下さっていますので、基本的なことが良く分かりました。専門的に

調べておられる方々と一緒に歩けたのが、最も良い勉強になったようです。これ

まで気付かなかった視点に気付かせて頂けた機会でもありました。

�３月25日にはまとめがありますが、受講者の方々の成長が楽しみです（皆さん非常に熱心で、すでに何回か自主的に

グループで事前学習をしているようです）。

�２月23日には、富士山の日のフォーラムもありますので、皆様とともに本当のエコツアーや青木ヶ原を含めた富士山

の自然のあり方について考えて行きたいと思います。

�

�　

�①氷筍（ひょうじゅん）

�今年の冬は異常に暖かいと思いませんか？

冬らしい話題をと思って、昨年最も大きな氷筍が出来た溶岩樹型に行ってみました。

しかし、右の写真のような氷筍しか出来ておらずガッカリでした。昨年（左の写真）

と比べると大変な違いです。そもそもツララと氷筍はどうして出来るのでしょう？

それも溶岩樹型という厚い岩の塊の中に。氷のもとは水ですが、その水はどこから

来るのでしょう？

�横穴の樹型の天井からツララが下がっていることから、溶岩にある小さな穴を伝

って水が流れてきて、その滴（しずく）が上から凍ってできたのがツララ、下から

凍って出来たのが氷筍ということになるでしょう。

�つまり、滴がたれてきたときに上の空気がすでに冷たかったらツララになり、上

はまだ氷る温度ではないが下の空気が冷たくなっていた時に氷筍が出来るのではな

いでしょうか？お風呂の水が上の方が暖まりやすいように、空気も下の方に冷たい

空気がたまりやすいと考えられるからです。

�では、１月にはマイナス10度以下に下がった日もあったのに、今年はなぜ氷筍が

小さいのでしょう？それについての私の考えは次号に載せたいと思いますので、そ

れまで皆さんであれこれ考えてみて下さい。伊東家の食卓ほど役には立ちませんが、

頭の体操にはなると思います。そういえば、昨年の１月から２月まではほとんど変化がなかったのに、３月29日にはツ

ララと氷筍がくっついて見事な氷柱が出来ていたことを思い出しました。

�暖冬のせいで鳥インフルエンザが広がらなければ良いがと懸念しています。ではまた。

今年の氷筍

昨年の氷筍

今年の氷筍

昨年の氷筍
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

■本館の2004年3月の予定

■大石・河口分館2004年3月の予定

毎週月曜日・祝日［20日(土)］
館内整理日 ［31日(水)］

休館日

開館日
月曜日 大石分館読み聞かせ

町立図書館読み聞かせ会

水曜日

午後２時～７時

午後３時～６時

3歳以上対象　 5日 16:00～
0歳～3歳対象   9日 10:30～

河口分館読み聞かせ 10・24日　 16:30～

 8・22日　16:30～

3・10・17・24・31日

1・8・15・22・29日

図書館利用統計

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

　山梨県下の図書館の状況をまとめた山梨県図書館白書がだされました。このなかで、今回は、各図書館の貸出状

況をお知らせします。(H.15.3.31現在の統計) 

　新館が続々オープンするなかで、わが町の貸出数は、１８１，０６７点と県内第８位になりました。

　手狭でゆっくり本を見るスペースが

ない現状ですができるだけ利用者の方

々の要望にお応えしていきたいと思い

ます。お気軽にご利用ください。

図 書 館 名

富士河口湖

山 梨 県 立

甲 府 市 立

富士吉田市

塩 山 市 立

都 留 市 立

山 梨 市 立

大 月 市 立

韮 崎 市 立

春日居ふるさと

勝 沼 町

石 和 町 立

一 宮 町 立

八 代 町 立

三 珠 町 立

市川大門町

身 延 町 立

図 書 館 名

南部町立

竜王町立

敷島町立

玉穂町生涯

昭和町立

田富町立

八田ふれあい

白 根桃源

櫛形町立

双葉町立 

すたま森の

高根町立

長坂町立

八ヶ岳大泉

忍野村立

上野原町立

奉仕人口

19,362

884,170

189,498

54,550

26,587

33,589

32,265

32,221

32,248

7,123

9,640

26,923

11,410

8,708

4,205

10,833

7,963

年間貸出数

181,067

77,473

616,500 

265,124

97,250

66,872

119,368

221,711

59,230

17,021

103,852

286,112

124,011

7,443

 480

41,190

44,596

奉仕人口

10,652

39,345

19,106

 9,930

15,906

16,428

7,269

19,498

19,343

13,297

7,194

9,837

9,507

4,571

8,506

26,835

年間貸出数

79,675

401,620

108,752 

213,363

154,740

145,524

30,650

33,704 

210,504

118,730

62,823

43,170

21,473

170,551

117,166

90,369

おはなし会がありますおはなし会があります

☆本  館

３月１４日（日）

午後２：００～

☆河口分館

☆プログラム

３月１７日（水）

午後４：３０～

☆大石分館

３月１５日（月）

午後４：３０～

◎おはなし　　◎ペープサート（おいしいおかゆ）

◎おりがみシアター　他 ＊たのしいおはなしがもりだくさん！

　大人の方の参加ももちろんＯＫです

　お誘いあわせておでかけください。

－県内図書館の状況－　


